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ＡＩとＯＩ（Organizational Intelligence） 

人工知能（Artificial Intelligence） 

電気信号 

ニューロ（神経細胞） 

組織知能（Organizational Intelligence） 

データ 

役者、活動、モノ、情報 

ロジック＆データ 

人が組織を強くする 

組織が人を強くする 
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スマートなものづくりシステム 

要素に人が含まれるので設計どおりにいかない。 
自らの意図で自律的に変化する。ゼロからでは 
なく、現行のしくみの改変や組み換えとなる。 

第二種のシステム 
（サービスシステム） 

ゼロから作り上げることができる 
自然界のばらつきの範囲内で 
あれば再現性がある。 

第一種のシステム（人工物システム） 

モノ 

知的な 
システム 

自然 
現象 

情報・データ 

スマートな 
ものづくりシステム 

目的意識 
行動規範 

モノ 

情報 

スマートなシス
テムとは、デー
タを活用して外
部と連携するこ
とで、ダイナミッ
クに新しい機能
を獲得すること
ができるしくみ 

5 



(C) 2019. Industrial Value Chain Initiative 

考える組織（ＯＩ）の作り方、育て方 

自生的主体 

自生的主体 

自生的主体 

自生的主体 

自生的主体 

グランド 
デザイン 

教師データ 

教師データ 

教師データ 

教師データ 

教師データ 

進化を 

デザイン
する！？ 

自生的主体 
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組織を取り巻くさまざまな論理 

組織体 

多様な意見 

多様な価値観 

多様な利害 

多様な意見 

多様な価値観 多様な利害 

多様な意見 

多様な価値観 
多様な利害 

多様な意見 

多様な価値観 

多様な利害 

（正しいか） 

（好き嫌い） 

（損か得か） 

安定性（堅牢性） 

最適性（効率性） 

柔軟性（拡張性） 

経済原理 多数の論理 

倫理と正義 

話し合いで決める 

決め方を決める 

決める人を決める 
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知識工学／知能工学・・・入門 

無意識 

意識 

やったことがある、きいたことがある 
分からないが知っている 

情報が整理整頓され、必要な場所に格納され 
メタ情報（インデックス）によりいつでも取り出せる 

無意識 

意識 

認識 

技能面 知能面 
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知っている やっている 

分かった 出来た 

理解した 習得した 

知識工学／知能工学・・・入門 

技能面 知能面 

無意識 

意識 

認識 
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スマートな組織とは？ 

美しさ 

しなやかさ 

したたかさ 

効率性 

機能性 

堅牢性 拡張性 

復元性 

柔軟性 

静 動 
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つながる→つなぎ変える（つなぎ変わる） 

情報 
情報 

モノ 

モノ 

情報 
常
に
変
化 

常
に
変
化 

外部との 
つながり 

外部との 
つながり 

内部の 
つながり 

ロジック 

データ 

データ 

データ 

データ 

ロジック 

ロジック 

内部の 
つながり 

市場（お客様や競合相手）
の環境 

技術（研究開発や調達先）
の環境 

自ら学習し 
つなぎ変える組織 
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つながる工場のためのＩＶＩーＣＩＯＦ 

スマートな 
ものづくり単位 
（ＳＭＵ） 

サプライヤー 

HCT 

HCT 

HCT 
物流センター 
（ＳＭＵ） 

客先工場 
協力工場（ＳＭＵ） 

役者／モノ 
情報／データ 

スマートな 
移送単位 
（ＰＬU） 

ID ¥ 

ＰＬU 

ID ¥ 

ＳＭＵ 

ＳＭＵ 

連携
管理 

HCS 

HCT 

連携
管理 

ハイパー連携 
サーバー 
（ＨＣＳ） 

ハイパー連携 
ターミナル 
（ＨＣＴ） 

ＰＬU 

ID 
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スマート・シンキング 

ＳＭＵ（つながる 
ものづくり単位） 

機械 
道具 

作業者 

管理者 

方法 
知識 

材料 

製品 

■ＳＭＵの内部定義 

ＳＭＵがもつ資産、競争
力、何をバリューとして生
み出しているのか、どの
ようなプロセスなのか？ 

■ＳＭＵの外部定義 

ＳＭＵが外部とどのようにつな
がっているのか、どれが望まし
いのか、それによるバリュー、
そのためのリソースの総点検 

■デジタル化とデータ化 

暗黙知と形式知、アナログと
デジタル、オープンとクローズ
を切り分け、ＳＭＵの構造を再
設計し、段階的に実装していく 

■ＳＭＵの境界定義 

ＳＭＵとして定義できる範
囲、メンバー、スコープ、
ゴール（ＫＰＩ）を定義する。
外部（お客様）は誰なのか。 

SMU: Smart 
Manufacturing 
Unit 
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スマート・シンキング（スマート思考） 

16 

ロジカル 
シンキング 

問題解決の技法 

スマート 
シンキング 

問題連携の技法 

システム 
シンキング 

問題統合の技法 

デザイン 
シンキング 

問題発見の技法 

共有 創発 認知 

スマートシンキングとは、問題発見、問題
解決、システム開発など過程で得られる
知見を共有し、相互につながりを深めるこ
とで、より効率的で効果的あるいは創発
的な知の生産を行う思考プロセスである。 
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ＩＶＩＭの問題解決サイクル 

困りごと 

System 

Exploration  

問題発見 

  AS-IS  
モデル 

System 

Recognition 

問題共有 

TO-BE  
モデル 

System 

Orchestration 

課題設定 

現実の 
しくみ 

System  

Realization 

課題解決 

ｽﾃｰｼﾞ 1 

 困りごとのヒアリング 
 困りごとカードの記述 
 事実と解釈の切り分け 
 困りごと解釈の構造化 
 事実の構造化（なぜなぜ） 

ｽﾃｰｼﾞ 2 

 対象業務と場面を決定 
 役者とその活動を定義 
 モノと情報とその流れ定義 
 デジタル化する部分を確認 
 困りごとの解決手段の確認 

ｽﾃｰｼﾞ 4 

 データを準備し単体での検証 
 業務担当者への実演説明 
 業務の流れを通しで再検証 
 手順書、サポート体制づくり 
 運用しつつ継続的カイゼン 

 情報の流れの課題を抽出 
 サイバー側ロジックを設計 
 モノと情報の構造化デザイン 
 コンポーネントを選択し配置 
 新たな業務フローを定義し評価 

ｽﾃｰｼﾞ 3 

デジタルトランス 
フォーメーション 
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ＩＶＩＭの問題解決サイクル 

ｽﾃｰｼﾞ 1 

System 

Exploration  

問題発見 

  

ｽﾃｰｼﾞ 2 

System 

Recognition 

問題共有 

ｽﾃｰｼﾞ 3 

System 

Orchestration 

課題設定 

ｽﾃｰｼﾞ 4 

System  

Realization 

課題解決 

問題が何なのかを見定める 

① 困りごとチャート 
② なぜなぜチャート 
③ 目標計画チャート 

ありたい姿を明確化し共有する 

④ 組織構成チャート 
⑤ いつどこチャート 
⑥ やりとりチャート 
⑦ 活動展開チャート 

新たなしくみをデザインする 

⑧ 見える化チャート 
⑨ モノコトチャート 
⑩ ロジックチャート 

システムをエンジニアリングする 

⑪ 割り振りチャート 
⑫ 状態遷移チャート 
⑬ プロセスチャート 
⑭ データ定義チャート 

デジタルトランス 
フォーメーション 

⑮ コンポーネントチャート 
⑯ レイアウトチャート 
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ＩＶＩＭを構成する１６のチャート 

◆困りごとチャート ◆なぜなぜチャート ◆目標計画チャート ◆組織構成チャート 

◆やりとりチャート ◆活動展開チャート ◆いつどこチャート ◆見える化チャート 

◆状態遷移チャート ◆モノコトチャート ◆ロジックチャート ◆割り振りチャート 

◆プロセスチャート ◆データ定義チャート ◆レイアウトチャート ◆コンポーネントチャート 
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ステークホルダーとマッチング 

IVIMリポジトリ 

サービス 
プロバイダ 

コンサル
タント 

コーディ
ネータ 

データ＆ 
ノウハウ 

プラット
フォーム 

IVIM 

エンド 
ユーザ（工場） 

ニーズ＆ 
困りごと 

業務 
シナリオ 

実装レイ
アウト 

コンポーネント 
ベンダ 

コンポーネント 
＆接続仕様 

ｻｰﾋﾞｽ 
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

ﾃﾞｰﾀ 
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ ①ユーザの要求に

対してコンポーネン
トをマッチング 

②あらかじめ登録
されたコンポーネン
トで要求を記述 

③プラットフォーム
上でコンポーネント
をテンプレート配置 

共通／個別 
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データによる業務連携ができるしくみ 

× 

CSV CSV 

HCT 

HCS 事務所 

事務所と現場をつなぎます。 
郵便感覚でデータを送れます。 
送付した事実は証明できます。 

取引先 
HCT 

修理／サービス 

ＩｏＴの現場 

HCT 

加工現場 オートメーション 
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機能がシンプルなのでつなぎやすい！ 

 リアルタイムではありません。 
• データの送信は、ファイル単位でありバッチ（まとめ）
処理となります。一回の送信に数秒かかる場合も多
く、リアルタイムな制御などではつかえません。 

 やりとりはありません。 
• データの提供者、データの利用者の間で、データの
送信は１回で完了します。複雑な取り決め（プロトコ
ル）に対応したロジックは設定できません。 

 データは保持しません。 
• データの提供者とデータの利用者の間で、バッファと
して一時的なものを除けば、システムは、送信データ
を保持することも、開封することもできません。 

 

特徴１ 
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辞書による変換で世界が変わる 

データの提供者とデータの利用
者で、データが異なる用語を用い
て、異なる意味で記述されている 

共通の用語を定義し、それぞれ
の側が共通の意味でデータを記
述し活用できるように徹底する。 

すでに決まった共通の用語で定
義できない場合は、相手の知らな
いところで個別の用語を利用する。 

従来の 
アプローチ 

それぞれの側で独自の用語を定
義し、それらの用語を辞書として
共通の用語で定義し関連づける。 

それぞれの側でボトムアップに用
語の定義や改変が可能であり、
システムの柔軟性が大幅アップ。 

新しい 
アプローチ 

特徴２ 
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データ連携のためのプロファイル 

利用 
プロセス 

データ 

個々の伝送内容 

HCT ECU EDU 

イベント 

HCT ECU EDU 

取得プロセス 

データ 
☑・・・・・・ 
☑・・・・・・ 
☑・・・・・・ 

事前の合意 

サービス 
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

データ 
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

契約 
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

ひな形 契約履歴 
■誰が使うか（ＥＳＵ） 
■どこで使うか（ＥＤＵ） 
■何に使うか（ＰＣＩ） 
■いつ使うか 
■どれだけ使うか 

有効期間  □ ＿日まで 
有効回数  □ ＿回まで 
データ保存 □許可（場所） 
利用履歴  □必須（＿日） 
報告義務  □都度／集計 
報告内容  □ECR／PCE 

契約書 

契約プロファイルは、データを
流通させる際の権利関係や
対価の支払いに関する合意
内容を2者間で定めたもの 

特徴３ 
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データ流通の４つのフェーズ 
Ｃ
ＩＯ
Ｆ
連
携
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（Ｈ
Ｃ
Ｍ
）

 

システムインテグレーター 
対象業務のエキスパート 

インテグレーションフェーズ 

事業者の登録、デバイスや機器を
登録し、利用する辞書に設定する。 

マーケティング担当者 
取引先営業、契約担当者 

提供パターンに対応したデータの
取り扱いに関する契約を交わす。 

データ取引契約フェーズ 

調達担当者、出荷担当者 
その他、現場の業務担当者 

契約内容にしたがって、実際にデー
タ提供またはデータ利用を行う。 

データ取引実施フェーズ 

経理担当者、品質担当者 
経営戦略室スタッフ すでに実施したデータ提供や利用

履歴の照会や事実認証を行う。 

データ取引確認フェーズ 
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クラウドＤＢ型との構成上の違い 

ＩｏＴ端末 

クラウドＤＢ 

表示デバイス 

ひと 
機械 

G/W G/W 

ＩｏＴアプリ 

表示アプリ 登録アプリ 

①登録ア
プリでデー
タを登録 

②表示アプリで見
える化を設定 

③欲しい情
報をその都
度表示 

ＩｏＴ端末 

ＩｏＴアプリ 表示アプリ 

表示デバイス 

ひと 
機械 

HCS 

HCT HCT 
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

②必要なデータをﾌﾟ
ﾛﾌｧｲﾙで指定 

 データはエッジ内で管理できます 
 既存アプリがそのまま使えます 

③既存の表
示アプリで
見える化 

①エッジ内に
データを保存 
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工場Ａ 

工場Ｂ 

ＩｏＴ端末 

機械１ 

機械２ 

ＩｏＴ端末 

機械３ 

ＩｏＴ端末 

機械Ａ 

DCM02 

DCM05 

DCM02 

DCM03 

DCM06 

× 

組織を超えてデータ管理を一元化 

ＩｏＴ端末 

ＩｏＴアプリ 

機械 

工場Ａ 

ＩｏＴ端末 

ＩｏＴアプリ 
機械 

工場Ｂ 

ＩｏＴ端末 

ＩｏＴ端末 

ＩｏＴアプリ 

機械 

取引先 
社外 

取引先 

ＩｏＴ端末 

機械ア 

機械イ 

DCM01 

DCM08 

DCM08 
社外であっても
同等に扱うこと
ができる 
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フォルダをＥＡＵとした場合 

業務アプリ 
（出荷管理など） 

Ｅｘｃｅｌ
帳票 
印刷 

当日出荷.csv 

製品 

＋ 

フォルダ（C¥出荷） 

× 

ＣＳＶで 
入力 

ＥＲＰまたは 

受注管理アプリ
など 

ＣＳＶで
出力 

これまで 
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ベトナム工場 

これから フォルダをＥＡＵとした場合 

業務アプリ 
（出荷管理など） 

Ｅｘｃｅｌ
帳票 
印刷 

当日出荷.csv 

製品 

＋ 

ＣＳＶで 
入力 

フォルダ（C¥出荷） 

× 

HCT 

日本の本社 

HCS HCS HDS インターネット 

ＥＲＰまたは 
受注管理 
アプリなど 

× 
ＣＳＶで
出力 

当日出荷.csv 

HCT 

日本語 

ﾍﾞﾄﾅﾑ語 
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生産現場の分散したデータを統合化 

ECU ECU 

ECU 

GW 

GW 

EAU 

GW 

EAU 
ECU 

本日の計画：2,300 
本日の実績：1,165 
進捗率：         106％ 

EDU 

EAU 

EDU 

EDU 

EDU EDU 

ライン１ ライン２ 

ロボットＡ 
ロボットＢ 
ＮＣ加工機 

9時 12時 15時 18時 ・・・ 

工場が異なると管
理は別となる 

LOT-01 
LOT-02 
LOT-03 
LOT-04 
LOT-05 

工程２  

完了 

完了 

完了 

LOT-01 
LOT-02 
LOT-03 
LOT-04 
LOT-05 

検査 

OK 

NG 

LOT-01 
LOT-02 
LOT-03 
LOT-04 
LOT-05 

工程１  

完了 

完了 

完了 

完了 
ファイル 
転送 

ファイル 
転送 

これまで 
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生産現場の分散したデータを統合化 

ECU ECU ECU 

HCT 

EAU 

ロボットＡ 
ロボットＢ 
ＮＣ加工機 
ライン１ 
ライン２ 

9時 12時 15時 18時 ・・・ 

HCT 

EAU 

ECU 

本日の計画：2,300 
本日の実績：1,165 
進捗率：         106％ 

EDU ECU 

EDU 

EDU EDU 
EDU 

LOT-01 
LOT-02 
LOT-03 
LOT-04 
LOT-05 

工程１ 工程２ 検査 

完了 

OK 

NG 完了 

完了 完了 

完了 完了 

完了 

作業指示： 送信 

社外でもOK 

ライン１ 

ライン２ 

社内では詳細の見える化 

HCT 

これから 
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もくじ 

1. ＡＩ（人工知能）から組織知能へ 

2. スマートな組織はつながる組織 

3. ＩＶＩＭ  によるスマート・シンキング 

4. つながるものづくりのメカニズム 

5. ＣＩＯＦ  でデジタルな未来を描く 

 
1) Industrial Value Chain Implementation Method 
2) Connected Industries Open Framework 

1) 

2) 
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標準仕様 

現場の 
業務Ｂ 

現場の 
業務Ａ 

標準の接続仕様に自分を合わせる 

接続仕様を自分の仕様に合わせる 

34 

ゆるやかな標準で世界を広げる！ 

ターミナル 

連携辞書 

現場の 
業務Ａ 

現場の 
業務Ａ 

接続仕様 

自分の仕様に近い
辞書を用いて接続仕
様を個別に定義 

単一の接続仕様に合わ
せないとつながらない 
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現場（エッジ）をデジタルで強化する 

製造PF 

製造PF 

製造PF 

Connected 
Industries 
Open Framework 

 自律分散型 
（相互連携） 

現場はデータの提供者 
 
 
データを呼び込み 
現場で知識を生み出す 生産現場の 

豊富な知識 

オープン（協調） 

クローズ（競争） 
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広域のトレーサビリティ 

A社 

C社 

F社 

E社 

PLU-P 

ID 

PLU-P 

ID 

PLU-P 

ID 

PLU-P 

ID 

フィジカル 
コンテナ HCT 

HCT 

HCT 

HCT 

ＩＤとタグ 
の突合せ 

HCS 

登録をしな
いと決済で
きない 

003 

003 
009 

HCS 

009 

009 
017 009 

HCS 

017 

017 
035 017 

HCS 

035 

登録をしな
いとコンテナ
が開かない 

トランザクションに
従って決済する 

035 

ゾーン１（国内） ゾーン２（海運） ゾーン３（アジア） 

¥ ¥ ¥ 
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ＣＩＯＦ－ＤＳＮ（Data Sovereignty Network） 

データ 請求 
¥ 

ID 

モノ 情報 ひと 

ID 

スマートな 
ものづくり 
単位（SMU） 

スマートな 
ものづくり 
単位（SMU） 

お金 
¥ 

ブロックチェーン 
ID 

金融機関 

サイバー 
な世界 

フィジカルな 
世界 

スマートな移送単位（PLU） 

ユニークなＩＤで 
対応づける 

37 

（Hyper Triplet Server） 

HTS 

サイバーコンテナ（PLU-C） 

フィジカルコンテナ（PLU-P） 
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個別化、多様化への対応 

多様性 

川下 
中小企業 

川上 
大企業 

プラットフォーム
企業 

オンリーワン 
企業 

利用 修理 廃棄 

利用 修理 廃棄 

販売 利用 修理 廃棄 

生産 販売 利用 修理 廃棄 

企画 設計 生産 販売 利用 修理 廃棄 

・・・ ・・・ ・・・ 

マスカスタマイ
ゼーション 

オープンカスタマイ
ゼーション 

中小企業は 
大企業の下請け 

お金の 
流れ 

大企業 

中小企業 

大量生産の時代 

中小企業が多様
なニーズに対応 

お金の流れ 

大企業 

中小企業 

個別化、多様化の時代 

効率性 
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ご清聴ありがとうございました。 
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